
2024年度収入支出予算・事業計画概要

2024年2月15日
富士石油健康保険組合
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１．当健保組合の現状と課題（1）
●医療費の増加
被保険者数593人・平均年齢43.8歳（2023年12月末現在）の小規模健
保組合であるが、次表に示すとおり、60歳以上26.6％、50歳代16.7％
と医療費が急激に増加する50歳以上の被保険者が43.3％を占める。
⇒①過去2ヵ年連続で医療費が前年度比25％程度増加傾向にあり、保

険料収入の伸びを大幅に上回って増加しているため、かつてない
ほど健保財政を圧迫している。

②加えて65歳以上の医療費の増加が、前期高齢者納付金の増加に直
結している。

上記①②により健保財政が悪化し、保険料率の引き上げおよび財産
の取り崩しを余儀なくされている。
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1-1 年齢区分別 加入者構成（2022年度末）
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1-2 年度別・年齢区分別 医療費総額／一人当たり医療費
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２．当健保組合の現状と課題（２）
●被扶養者健診受診率の伸び悩みと喫煙・メタボ対策
①特定健診受診率（40歳以上の被保険者および被扶養者の健診
受診率）に関し、被保険者は事業所との協同により96％台ま
で上昇しているが、被扶養者は65％台に留まっている。

②喫煙率は、全組合平均を若干下回っているものの、被保険者は
28％前後で横ばい推移している。

③特定保健指導実施率は、過去数年概ね20％前後にとどまり、生活
習慣病にかかる医療費が増加傾向にある。

④肥満者は健康リスクが高いため、服薬・運動習慣継続、重症化
予防等のリスク低減対策が必要である。
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2-1 特定健診受診率
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2-2 特定保健指導実施率
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３．課題を踏まえた事業計画
（１）健康保険料率5‰引き上げによる財政状況の改善

健保組合財政健全化には各年度の経常収支の均衡が求めら
れるが、現状の保険料収入のみでは医療費および納付金の
増加を賄うことができないため、健康保険料率を2023年
度（10‰）に引き続き、2024年度は5‰引き上げる。

（２）事業主との協同による医療費抑制対策の着実な実施
医療費の増加抑制、特に前期高齢者の医療費を抑えるため
に、重症化予防事業の推進、健康相談の実施など、生活習
慣病の重篤化を防ぐ早期予防策を、事業主と協同で着実に
実施する。
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４．収入支出決算見込み（2023年度一般勘定）
収入の部 当初予算 実績見込 増減 支出の部 当初予算 実績見込 増減

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
保険料収入 385 381 ▲4 保険給付費 186 222 ＋36
繰入金 30 30 納付金 111 108 ▲3
その他収入 10 13 ＋3 保健事業費 34 30 ▲4

事務所費 36 36
その他支出 8 7 ▲1
予備費 50 0 ▲50

収入合計 425 424 ▲1 支出合計 425 403 ▲22
うち経常収入 387 383 ▲4 うち経常支出 368 397 ＋29
その他収入 38 41 ＋3 その他支出 57 6 ▲51
【経常収支】 ＋19 ▲13 ▲32

11

経常収支が予算比32百万円悪化する見込みですが、ほぼ全額が保険給付費の増加によるものです。増加額のうち約25百万円
の疾病に関しては2023年度中に治療が終了する見通しです。



５．収入支出予算（2024年度一般勘定）
収入の部 料率88‰ 料率93‰ 増減 支出の部 料率88‰ 料率93‰ 増減

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
保険料収入 389 411 ＋22 保険給付費 197 197
繰入金 40 40 納付金 142 142
その他収入 12 12 保健事業費 33 33

事務所費 36 36
その他支出 6 6
予備費 27 49 ＋22

収入合計 441 463 ＋22 支出合計 441 463 ＋22
うち経常収入 392 414 ＋22 うち経常支出 409 409 ±0
その他収入 49 49 ±0 その他支出 32 54 ＋22
【経常収支】 ▲16 ＋6 ＋22
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1‰＝0.1％。現在の88‰を5‰切り上げて93‰とすることで、2024年度単年度の経常収支を黒字化します。
なお、2025年度は納付金が60百万円ほど増加する見通しであることから、93‰の料率維持では厳しい収支状況が予想されます。



６．財産の推移（2024年度予算）

（単位：百万円） 2021年度
期末実績

2022年度
期末実績

2023年度
期末見込

2024年度
期末予想 備考

【一般勘定】 【健保組合業務に使用】
準備金 69 69 69 69 下限：保険給付費2月分＋全納付金1月分

別途積立金 292 217 208 215
その他の財産 0 0 0 0 耐火金庫・血圧計他

計 361 286 277 284
経常収支 ▲87 ▲13 ＋7
その他収支 ＋12 ＋4 ±0 国庫補助金他

【介護勘定】 【介護保険料徴収・納付専用】
準備金 9 10 13 16 下限：介護納付金1月分

13収支の増減は、基本的には別途積立金の増減に影響します。
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